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 利他業を実践し、人民救済

 「西遊記」の実在のモデル
とされた三蔵法師玄奘から
利他行を学んだ道昭に師事
（668～749年）。

 福祉施設を建て、食事や宿
泊を提供し民衆救済

 豪族からの資本提供のもと
、農業用の池や溝を掘り、
道を拓き、橋を架けた。

 723年には、三世一身法が
定められ、土地を開墾した
場合に一定期間の私有が認
められたことで、自発的な
開墾が促された。

国交省ホームページより引用
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 領土の保全・防災・市民参画

 甲府盆地を流れる釜無川は、
大雨が降ると、大半が家屋や
田畑が流されるなど甚大な被
害。

 堤防の近くに人々を住まわせ
堤防の普請を行わせた。

 弘治3年（1557）に堤防完成
。

 武田氏が滅んだ後も江戸時代
を通じて信玄堤をはじめとし
て、釜無川流域の堤防施設の
普請を人々に行わせていた。

甲斐市ホームページより引用

甲斐市ホームページ
より引用

国交省ホームページ
より引用 6



領土・国土の生産性把握
とマネジメント。

農民は「村」など、その
地域の組織に一旦納めて
いた。（作柄に無関係の
年貢、利権発生）

田畑の広さや収穫できる
米の量を調べ、それを土
地の価値にした。

全国の大名に検地の結果
を提出させ、それに基づ
く石高に合わせた軍役の
決定基準にした。

http://historivia.comより引用

ADEACデジタルアーカイブシステムより引用

国交省ホームページ
より引用 7



人民救済 利他業の実践

領土国土経営 領国・国家の安寧

民間活用 産官民連携、
市民参画

8



9



 1750年ころ
SmeatonがCivil
Engineerと自称。

 Smeaton は「土
木工学の父」と呼
ばれる。機械工学
・物理学も。

• 1771年 Society of Civil Engineers 設立
蒸気機関のワット、ボールトンもメンバー。
“土木技術者”だけではない。

• 1818年 Institution of Civil Engineers設立

WIKIPEDIAより引用
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1747年、技官を教
育するためEcole 
des Ponts et 
Chaussées（橋と道
路の学校）を設立

実践教育の徹底
多様な競技試験（計
画、数学・力学等）

専任教授がいない。
優秀学生が教える。

引用
北河大次郎：シビルの原点とその系譜
http://parismuseescollections.paris.fr
https://www.usinenouvelle.com
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1829年、École 
Centrale創設。

国の組織に依存しな
い、民間技術者の養
成。

実学としての工学の
重要性を強調。

Civil engieersは、民
間技術者の総称

西洋における土木の源流 －フランスー
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敬意の対象である技術者 例えば
ISAMBARD KINGDOM BRUNEL

ISAMBARD 
KINGDOM
BRUNEL

1769- 1849 13
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 1879年、フランスのÉcole Centraleを卒業

 1880年、内務省で現場勤務のほか、翌年
には東京大学講師を兼任。

 1886年、帝国大学工科大学（東京大学工
学部の前身）初代学長（学術教育研究のト
ップ）

 1894年、内務省の初代土木技監（行政・
技術のトップ）
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極端なる専門分業に反対する者なり

技手にあらず技師なり

兵卒にあらず指揮者なり

指揮者の素養，将に将たる者



工学とは“社会に役に立つ体系的技術”
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品質、時間、コストの最適化が伴う



 同一分野にある事象を階層的に集約させ、新たな真理を求める
 （AI・電気・機械・建築・土木等、またはそれらの細分野）

19

集中的思考方策: 
Concentrative approach



異質な分野の事象を組み合わせ、集約させ、新たな真理を求める
（意匠デザイン・景観デザイン・環境マネジメント・建設マネジメント）
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集約的思考方策:
Integrative approach



“理系”が強ければ、優秀な技術者に成れるか
“文系”が強い学生は、技術者に成れないか
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“良い技術者”とは、社会の仕組みを知り、社会の
発展と国民の要求に応えるものを作り出せる者

“理系”の知識だけでは社会の変化要求
は見えない。“文系”の知識が必要



 社会は急速に変化する。
“理系”が強いだけでは、
優秀な技術者に成れない。

 “文系”をしっかり学ば
なければならない。

 “文系”が強い学生は、世
の中に役立つ技術者となる
資質を持っている。

 “理系を強化”すればよい。
高等数学を必要とする仕事
は多くない
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“理系”が強い人材 “文系”が強い人材

企業は社会の要求と変化を感知できる“文
系．理系共に強い技術者”を求めている



 1905-1997
精神科医、心理学者
ユダヤ人

アウシュビッツに収容さ
れ、奇跡的に生存

ロゴセラピー
（実存分析）提唱・実践

• 人生の意味

• 意味への意志

• 意志の自由

WIKIPEDIAより
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自己実現は結果

価値の実現

幸福は結果

自己超越

意味への意思

態度価値

創造価値

体験価値

何かからの自由

何かへの自由

良心は意味器官

二つの自由

精神的実存の
自律性

未来の自由性

利用価値

過去の固定化

人間の有限性

苦悩は業績

精神による
人格評価

心理生理による
人格評価

力への意思

快楽への意思
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本図はフランクルの
著書より、皆川が作成



文系と理系の分断の限界
：大学受験での受験科目とは異なる現実世界

第４の科学
：理論・実験・計算科学からデータ科学へ

知識獲得の限界
：知識の集積や検索はコンピュータの得意分野。
人間の役割は知識を知恵に変えて、何を実現するか。

意味のある生き方
：態度で表す生き方、創造すること、体験することの価値。
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新しい社会に皆さんは、道を切り拓いてゆく。
切り拓いた道が皆さんの人生の意味となる。


